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近年、心身と社会的な健康を意味する概念である well-beingが重視されている。この well-beingと

呼応するように注目されているのが腸活である。腸は精神の安定や睡眠の質、肌状態との関連が報告

されており、さらに様々な疾患とも密接な関係がある。厚生労働省も善玉菌を増やす食品の摂取をす

すめており、腸活への関心の高さに応じて、安全で有効な腸活サプリのニーズが高まっている。 

腸管上皮細胞では、細胞賦活化がバリア機能の維持に重要な役割を果たしている。また、腸管上皮

細胞でのオートファジー機能の低下は腸管バリア機能の破綻につながる。本研究では腸活サプリの開

発を目指して、腸内環境改善に有効な成分の細胞賦活作用とオートファジーへの影響を検証する。 

 WST-8 を用いて、8 種の素材で細胞賦活作用を検討した結果、6 種の素材で細胞賦活作用が認めら

れた。また、GFP-LC3-RFP-LC3ΔG を用いてオートファジーへの影響を検討した結果、5 種の素材

でオートファジー活性作用が認められた。また、X 種と Y 種は mTORC1 非依存的オートファジー活

性化メカニズムの可能性が認められた。 

 本研究では、腸内環境改善に有効とされる成分が細胞を賦活化し、バリア機能維持に貢献する可能

性が示唆された。また、腸内環境改善に有効とされる成分がオートファジーを活性化し、バリア機能

維持に貢献する可能性が示唆された。 
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